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研究の全体概要 

近年、廃プラスチック（廃プラ）を新たな製品の原料として再利用するマテリアルリサイクル（マテ

リサ）や不用品や廃棄物に付加価値をつけ新製品に再生するアップサイクルが活発に行われている。

しかしながら、マテリサの根幹である廃プラの市場回収においては、異種のプラスチックや異物が混

入する場合が多く、高品質な廃プラのマテリサを困難にしている。また、アップサイクルは、廃棄品を

直接再利用することに主眼が置かれ、真の廃棄物の再生には遠い。一方、工場端材として廃棄される廃

プラは製造現場の制御下より排出されるため、一定の品質が維持され、混入物の内容も把握出来てい

る。そのため、マテリサの有力な資源である。ただし、工場端材は機密事項を含むため再生材原料とし

ての流通に制限がある。また、個別の劣化原因を抱えるため、劣化の見極めと、ニーズに対応するリサ

イクル技術が必要となる。そこで、個社の要望に応じ、オーダーメードのリサイクル法をスキーム化

し、社会全体のリサイクル促進を考える。これを、劣化レベルの見極め、シミュレーションを活用した

マテリサのための分子構造設計をシステムにした「循環材料設計学」として確立したい。本研究では具

体的な評価対象として、コンタクトレンズ成形用モールドとして射出成形されたポリプロピレン（PP）

に焦点を当てる。廃モールドに対して物性・構造計測から劣化を見極め、コンタクトレンズ製造用とし

て高付加価値の樹脂材とするための極性成分のコンパウンドを行う再生材を設計する。極性を新たに

付与した新規再生 PPブレンドを創ることをゴールとするが、これこそ真のアップサイクルであると考

える。そのため、得られた樹脂とその樹脂モールドから形成したレンズ材料の綿密な分析と機能評価

を重ね、原料（使用済みモールド）、再生 PPブレンド（機能付加のためのコンパウンド済み樹脂）、そ

して再生 PPブレンドで製造したレンズ材料を一気通貫に評価する。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 



研究の全体概要図 

 

 


